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あすぴあホームページ

あすぴあ主催のイベント予告
詳しくはあすぴあホームペ－ジをご覧ください。
◆第 1回市民活動交流サロン　    　　
市民活動の脱皮へのアプローチは、 変わる勇気、
変われる力    7 月 26 日（土）13：30〜16：00　
  組織を変えるのは大事だけど、なかなか難しい
のが現実。そこで、新しい人の加入や代表交代に
よって進化を遂げている団体からお話を伺います。
この企画の元になった団体アンケート結果も報告
します。

あすぴあ主催のイベント報告
◆第４回市民活動パワーアップ講座     　3/22　

デジタルネイティブの子どもたちと向き合う
市民活動とは？
  東京学芸大学大学院教授
の北澤武氏を講師に迎え、
専門家としての意見をいた
だいて市民活動に活かすこ
とを目的に実施しました。
講座資料を基に、最初に「本
日の講演にご参加いただい
た目的を教えて下さい。」と参加者からチャットで
講師に返事をしていただく方法ではじめ、次いで
「生成 AI の現在を知る」、「デジタルネイティブの
子どもとは」、「市民活動に向けてについて」と順
を追って講義が進められました。アンケートから、
９割が講座の内容が分かりやすかった、全員が面
白かったと回答していましたが、講座の内容が「市
民活動」への落とし込みが難しいとの意見もあり、
さらに工夫が必要と考えています。
◆第１回市民活動パワーアップ講座　5/17　5/24
Canva でつくる！ 心に届くチラシデザイン講座

　昨年に引き続き開催しま
した。30 代の方から 70 代の
方まで様々な年代の方が参
加されました。4 つのグルー
プに分かれて、チラシにつ
いての構想や伝える要点な
どを話し合って、わからな

いところはグループ内でも協力し合いながら、そ
れぞれのチラシ作りに励みました。完成後は参加
者が自身の作品をプレゼンし、講師が講評する形
で講座が進み、皆さんとても満足そうでした。

本文は主に UD フォントを
使っています。

『1階革命
　私設公民館「喫茶ランドリー」とまちづくり』　
　田中元子・著　　 晶文社・発行
   

　　　　　　　　

あすぴあの書架から　　　　　　　　　

　よく「社会課題を自分ごととして捉えよう」と
か「主体的に関わろう」と言われる。身近なこと
だからこそ、そうすべきだし、そうやって自分自
身で生活や人生をよくしていければ、と思う。で
も実際は、何をどうしたらよいのかわからないこ
とが多い。
　筆者は、声高に主張しなくても、自分の信念を
持っている。本書で紹介されるのは、基本の考え
方とその取り組みだ。
　あなたは、本紙流通経路から想像するに、公民
館をよく利用しているのはないでしょうか。そこ
で質問です。あなたが通う公民館は、多種多様な
人に開かれた場所になっていますか？
　公の施設は、どうしても全ての人に合うように
作るのが難しい。だったら、私設の公民館を作ろ
う！　と動き出したのが筆者だ。その名も「喫茶
ランドリー」。場は提供しても、何のためにどう使
うかは、利用者自身が考えるのが基本。ただし、
スムーズに運営できるように、設備や交流の仕掛
けは徹底的に工夫されている。
　そこでは、交流が生まれ、思いがけない使われ
方も起こる。利用者が主体的に考え、活動してい
る姿はとても楽しそう。そして、その輪はどんど
ん広がり、多様な人たちが関わるようになる。
　運営を通じての気づきは、更にまちづくりへ展
開される。まちにベンチ一つ置いただけで、人の
流れが変わり、交流や新しい活動が生まれ、まち
が変わっていく。すべての原動力は「人」。
　ちょっとした工夫で、まちが変わる　－　まさ
に革命。
　小川駅西口複合施設の計画が進む今こそ、読み
たい一冊。　　　　　　　　　　　　      （Ｆ）

メルマガの申込みは
ホームページから


